
『
今
昔
物
語
集
』
試
論

｜

武
の
系
譜
と
智
の
系
譜
－

　
　
　
　
は
じ
め
に

　
　
『
今
昔
物
語
集
』
（
以
下
、
『
今
昔
』
）
の
編
纂
さ
れ
た
と
考
え

ら
れ
て
い
る
時
代
（
院
政
期
頃
）
は
、
中
古
か
ら
中
世
へ
の
ゆ
る

や
か
な
歩
み
の
中
に
あ
っ
た
。
そ
の
こ
と
は
『
今
昔
』
の
説
話
の

中
に
も
、
感
じ
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
巻
二
十
五
・
十
二
話
「
源
頼

信
朝
臣
男
頼
義
、
射
殺
馬
盗
人
語
」
に
は
、
頼
信
・
頼
義
親
子
の

馬
盗
人
へ
の
対
応
が
、
驚
き
を
も
っ
て
活
写
さ
れ
て
い
る
。

　
河
内
の
前
司
源
頼
は
、
東
よ
り
名
馬
を
得
さ
せ
て
来
る
の
で
あ

る
が
、
そ
の
子
供
頼
義
も
「
実
二
吉
馬
ナ
ラ
バ
我
レ
乞
取
テ
ム
」

と
思
っ
て
、
親
の
も
と
に
「
雨
極
ク
降
ケ
レ
ド
モ
」
も
の
と
も
せ

ず
に
、
出
か
け
て
い
く
。
頼
信
は
、
頼
義
が
何
も
い
わ
な
い
先
に
、

そ
の
来
訪
の
目
的
を
察
知
し
、
今
日
は
も
う
暗
い
の
で
わ
か
る
ま

い
が
、
明
朝
馬
を
見
て
気
に
入
れ
ば
取
れ
、
と
言
う
。

　
そ
の
夜
東
よ
り
後
を
追
っ
て
き
た
馬
盗
人
が
、
馬
を
盗
み
出
し

安
　
東
　
大
　
隆

て
逃
げ
て
し
ま
う
。
厩
の
方
か
ら
聞
こ
え
て
く
る
声
を
聞
い
た
頼

信
は
、
子
供
に
告
げ
も
し
な
い
で
、
身
仕
度
を
し
て
馬
に
乗
り
、

関
山
の
方
面
へ
追
い
か
け
て
い
く
。
一
方
、
頼
義
も
親
と
同
じ
よ

う
に
思
っ
て
、
身
仕
度
を
し
て
独
り
で
追
い
か
け
る
。
祖
ハ
「
我

が
子
必
追
テ
来
ラ
ム
」
ト
思
い
ケ
リ
、
子
ハ
「
我
が
祖
ハ
必
追
テ

前
御
ヌ
ラ
ン
」
と
思
っ
て
、
遅
れ
ま
い
と
馬
を
走
ら
せ
て
い
く
う

ち
に
、
関
山
の
ほ
と
り
に
や
っ
て
き
た
。
盗
ん
だ
馬
に
乗
っ
た
盗

人
は
、
「
今
ハ
逃
得
ヌ
」
と
そ
ば
の
川
の
中
を
ゆ
っ
く
り
馬
を
進

め
て
い
く
。
そ
の
様
子
を
見
た
頼
信
は
、

　
事
シ
モ
其
々
二
本
ョ
リ
契
タ
ラ
ム
様
ニ
、
暗
ケ
レ
バ
頼
義
が
有

　
尤
モ
不
知
ニ
、
頼
信
、
「
射
ョ
、
彼
レ
ヤ
」
ト
云
ケ
ル
言
モ
未

　
ダ
不
畢
ニ
、
弓
ノ
音
ス
ナ
リ
。

　
そ
の
直
後
、
無
人
の
馬
の
走
っ
て
い
く
鐙
の
音
が
、
カ
ラ
カ
ラ

と
響
い
て
い
る
。
頼
信
は
、

１－-



　
盗
人
ハ
既
二
射
落
テ
ケ
リ
。
速
二
末
二
走
ラ
セ
会
テ
馬
ヲ
取
テ

　
来
ヨ

と
言
っ
て
、
そ
の
首
尾
も
見
届
け
ず
に
さ
っ
さ
と
帰
っ
て
も
と
の

よ
う
に
寝
て
し
ま
う
。
翌
朝
、
何
も
そ
の
事
に
つ
い
て
は
触
れ
な

か
っ
た
が
、
馬
の
背
に
す
ば
ら
し
い
鞍
が
お
か
れ
て
い
た
。

　
こ
の
説
話
は
、
当
時
ま
さ
に
台
頭
し
て
き
た
武
士
の
あ
る
日
の
。

出
来
事
を
、
描
写
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
異
質
な
倫
理
や

価
値
観
の
も
と
に
行
動
す
る
武
士
の
様
相
が
、
驚
き
を
も
っ
て
語

ら
れ
て
い
る
。
特
に
、
不
意
の
事
件
に
対
し
て
、
全
く
打
ち
合
わ

せ
も
連
絡
も
し
て
い
な
い
の
に
、
親
子
が
力
を
会
わ
せ
て
行
動
し

て
解
決
し
て
い
く
。
そ
れ
は
ま
た
、
当
然
の
よ
う
に
対
処
さ
れ
て

い
る
。
何
よ
り
と
ま
ど
う
事
な
く
、
全
体
の
動
き
が
、
無
駄
な
く

整
然
と
し
た
中
に
進
行
し
て
い
く
、
こ
れ
は
大
変
な
驚
き
で
あ
っ

た
で
あ
ろ
う
。

　
翌
朝
、
頼
信
出
デ
こ
頼
義
ヲ
呼
テ
、
希
有
ノ
馬
ヲ
不
被
取
ル
、

　
吉
ク
射
タ
リ
ッ
ル
物
カ
ナ
　
ト
云
事
懸
テ
モ
云
ヒ
不
出
シ
テ

馬
を
引
き
出
し
た
。
一
言
も
昨
夜
の
出
来
事
に
つ
い
て
言
及
し
な

か
っ
た
。
と
感
想
を
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
し
て
も
こ
の
こ
と
が
、

編
者
に
と
っ
て
は
理
解
出
来
な
い
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　
佐
キ
者
共
ノ
心
バ
ヘ
也
カ
シ
。
丘
ハ
ノ
心
バ
ヘ
ハ
此
ソ
有
ケ
ル
ト

　
ナ
ム
語
り
伝
ヘ
タ
ル
ト
ヤ
。
と
い
う
結
び
か
ら
も
窺
え
る
。

　
さ
て
、
小
論
で
は
も
う
少
し
詳
細
に
、
『
今
昔
』
の
中
に
あ
る

中
古
的
な
も
の
と
中
世
的
な
も
の
と
の
関
わ
り
を
考
え
て
み
た
い
。

　
　
　
　
１

　
以
前
、
拙
稿
（
「
征
箭
ノ
身
」
で
「
霊
」
を
退
治
し
た
話
）

〈
別
府
大
学
国
語
国
文
学
3
9
号
〉
で
、
論
じ
た
も
の
を
更
に
敷
延

し
て
論
を
す
す
め
て
い
こ
う
思
う
。

　
物
怪
を
退
治
す
る
場
合
に
、
加
持
・
祈
祷
な
ど
を
し
た
り
、
陰

陽
師
に
よ
っ
た
り
す
る
の
が
、
普
通
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
仏

数
的
な
仕
方
で
は
効
果
が
な
く
て
、
「
武
力
」
に
よ
っ
て
物
怪
を

退
治
し
た
例
が
、
『
今
昔
』
の
中
に
あ
る
。
そ
こ
で
、
物
怪
の
退

治
の
仕
方
と
い
う
と
こ
ろ
に
焦
点
を
お
い
て
、
更
に
考
え
て
み
よ

　
　
『
今
昔
』
の
中
で
「
物
」
を
扱
っ
た
説
話
は
、
巻
二
十
七
（
本

朝
付
霊
鬼
）
に
多
い
。
次
の
よ
う
な
説
話
が
、
「
物
」
を
退
治
す

る
と
い
う
内
容
を
含
ん
で
い
る
。
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十
一
巻

　
　
六
話

　
　
　
話

二
十
巻

　
　
三
話

　
十
二
話

　
十
三
話

二
十
四
巻

玄
肪
僧
正
、
互
唐
伝
法
相
語

推
古
天
皇
、
造
本
元
興
寺
語

天
狗
、
現
仏
坐
木
末
語

伊
吹
山
三
修
禅
師
、
得
天
宮
迎
語

愛
宕
護
山
聖
人
、
彼
謀
野
猪
語

　
二
十
話
　
　
人
妻
成
悪
霊
除
其
害
陰
陽
師
語

二
十
七
巻

　
二
話

　
三
話

　
四
話

　
七
話

　
十
話

十
八
話

廿
三
話

廿
九
話

世
一
話

川
原
院
融
左
大
臣
霊
宇
陀
院
見
給
語

桃
園
柱
穴
指
出
児
手
招
人
語

冷
泉
院
東
洞
院
僧
都
殿
霊
語

在
原
業
平
中
将
女
、
放
食
鬼
語

仁
寿
殿
台
代
御
油
取
物
来
語

鬼
、
現
板
来
人
家
殺
人
語

播
磨
国
鬼
、
来
人
家
放
射
語

雅
通
中
将
家
在
同
形
乳
母
二
人
語

三
善
清
行
宰
相
、
家
渡
語

世
三
話

世
四
話

世
五
語

世
六
語

西
京
人
、
見
応
天
門
上
光
物
語

被
呼
姓
名
射
顕
野
猪
語

有
光
来
死
人
傍
野
猪
、
被
殺
語

　
再
度
確
認
し
て
お
く
が
、
従
来
「
物
」
を
退
治
し
た
り
、
調
伏

し
た
り
す
る
場
合
は
、
加
持
・
祈
祷
を
し
た
り
、
陰
陽
師
に
依
頼

し
た
り
す
る
の
が
、
一
般
的
で
あ
っ
た
。

　
し
か
し
、
次
の
説
話
を
見
る
と
、
そ
の
見
方
を
少
し
変
え
る
必

要
が
あ
る
こ
と
に
気
づ
く
。

　
　
巻
二
十
　
「
伊
吹
山
三
修
禅
師
、
得
天
宮
迎
語
第
十
二
」

　
伊
吹
山
で
修
行
し
て
い
る
三
修
禅
師
は
、

　
心
二
智
り
尤
シ
テ
法
文
ヲ
不
学
ズ
、
只
弥
陀
ノ
念
仏
ヲ
唱
ヨ
リ

　
外
ノ
事
不
知
。
名
八
三
修
禅
師
ト
ソ
云
ケ
リ
。
他
念
尤
ク
念
仏

　
ヲ
唱
テ
、
多
ノ
年
ヲ
経
ケ
リ
。

　
そ
う
し
て
い
る
う
ち
に
、
空
か
ら
、
「
明
日
ノ
未
時
ニ
、
汝
ヲ

可
迎
シ
」
と
い
う
声
が
聞
こ
え
て
き
た
。
そ
の
日
を
弟
子
達
に
告

げ
泳
浴
し
香
を
焼
き
、
一
緒
に
念
仏
を
し
て
、
西
に
向
か
っ
て
い
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る
と
、
西
の
山
の
峰
の
松
の
木
の
間
か
ら
、
光
と
共
に
仏
が
姿
を

現
わ
し
た
。
さ
ま
ざ
ま
の
菩
薩
が
す
ば
ら
し
い
音
楽
を
奏
し
、
空

よ
り
花
が
降
り
、
紫
雲
が
庵
の
上
に
厚
く
棚
引
き
、
観
音
が
、
紫

金
台
を
聖
人
の
前
に
持
っ
て
き
た
の
で
、
そ
の
蓮
台
に
乗
り
、
西

を
さ
し
て
去
っ
て
い
っ
た
。
差
詰
め
、
絵
に
描
い
た
よ
う
な
見
事

な
来
迎
往
生
の
相
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
七
・
八
日
の
後
、
。

薪
を
と
り
に
山
に
入
っ
た
下
憎
が
、
椙
の
木
の
上
に
裸
で
縛
り
付

け
ら
れ
て
い
る
聖
人
を
見
つ
け
る
。
解
き
下
ろ
さ
れ
そ
う
に
な
っ

た
聖
人
は
、

　
仏
ノ
、
「
今
迎
二
来
ラ
ム
。
暫
ク
此
テ
有
レ
」
ト
宣
ツ
ル
ニ
、

　
何
ノ
故
二
解
テ
下
ソ

と
言
い
、
ま
た
、

　
阿
弥
陀
仏
、
我
ヲ
殺
ス
人
有
ヤ
、
ヲ
ウ
く

と
声
を
挙
げ
て
叫
ん
だ
が
、
解
て
木
よ
り
下
ろ
し
て
、
坊
に
連
れ

て
帰
っ
た
。
聖
人
は
呆
然
自
失
し
て
、
「
狂
心
ノ
ミ
有
テ
」
二
、

三
日
し
て
死
ん
で
し
ま
っ
た
。

　
心
ヲ
発
テ
貴
キ
聖
人
也
ト
云
ヘ
ド
モ
、
智
慧
尤
ケ
レ
バ
、
此
ソ

　
天
宮
二
披
謀
ケ
ル
。

と
結
論
を
述
べ
、
更
に
、

　
如
此
ノ
魔
縁
卜
三
宝
ノ
境
界
ト
ハ
更
二
不
似
ザ
リ
ケ
ル
事
ヲ
、

　
智
り
尤
キ
ガ
故
二
不
知
ズ
シ
テ
被
謀
ル
也
ト
ナ
ム
語
り
伝
へ
タ

　
ル
ト
ヤ
。

　
こ
の
三
修
聖
人
の
説
話
で
重
き
を
お
か
れ
て
い
る
の
は
、
「
智

慧
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
只
多
年
、
念
仏
を
し
続
け
た
と
し
て

も
、
そ
れ
だ
け
で
は
十
分
で
は
な
い
。

　
　
心
二
智
り
尤
シ
テ
法
文
ヲ
不
学
ズ

　
　
智
慧
尤
ケ
レ
バ

　
　
智
り
尤
キ
ガ
故
ニ

と
、
繰
り
返
し
説
明
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
信
心
や
修
行
の
内

容
が
重
視
さ
れ
て
い
く
様
子
を
、
垣
間
見
る
こ
と
が
出
来
る
の
で

あ
る
。
三
修
の
伝
は
、
『
本
朝
高
僧
伝
』
（
巻
七
）
な
ど
に
散
見
す

る
。
『
本
朝
高
僧
伝
』
に
は
、
賢
応
已
講
の
言
葉
と
し
て
、

　
三
修
闇
梨
は
勤
め
て
苦
練
す
と
雖
も
、
智
観
足
ら
ず
。
言
語
の

　
際
、
名
誉
を
誇
る
に
似
た
り
、
必
ず
魔
焼
を
受
け
ん
。

と
あ
り
、
そ
の
言
葉
通
り
に
、

　
十
八
年
（
貞
観
）
の
春
、
天
衆
音
楽
を
奏
し
来
っ
て
曰
く
「
慈

　
氏
の
命
に
依
っ
て
、
兜
卒
、
師
を
迎
ふ
」
と
。
来
す
る
に
玉
輿

　
を
以
っ
て
し
空
を
凌
い
で
去
る
。
已
に
七
日
を
経
て
、
樵
夫
告

-－４



　
げ
て
日
く
「
北
山
の
松
頂
に
僧
あ
り
て
縛
ら
せ
る
」

と
、
『
今
昔
』
と
同
趣
旨
の
内
容
を
伝
え
て
い
る
。

　
　
『
今
昔
』
（
2
0
巻
1
3
）
「
愛
宕
護
山
聖
人
、
彼
謀
野
猪
語
」
に
な

る
と
、
更
に
は
っ
き
り
と
し
て
い
る

　
愛
宕
護
の
山
に
雁
も
っ
て
久
し
く
修
行
し
て
い
る
持
経
者
は
、

　
　
年
来
、
法
花
経
を
持
奉
テ
他
ノ
念
尤
シ
テ
坊
ノ
外
二
出
事
尤

　
　
ケ
リ
、
智
慧
尤
シ
テ
法
文
ヲ
不
学
ケ
リ

　
　
そ
の
山
の
西
側
に
猟
師
が
住
ん
で
お
り
、
常
に
持
経
者
を
供

　
養
し
て
い
た
。
あ
る
日
持
経
者
が
喜
ん
で

　
　
「
近
来
、
夜
大
普
賢
ノ
現
ム
ジ
給
フ
。
然
レ
バ
、
今
夜
ヒ
留

　
テ
礼
ミ
奉
り
給
へ
」
と
言
う
。

　
九
月
廿
日
余
ノ
事
ナ
レ
バ
夜
モ
長
シ
、
夜
中
ハ
過
ヤ
シ
ヌ
ラ
ム

　
ト
思
フ
程
ニ
、
東
ノ
峯
ノ
方
ョ
リ
、
白
キ
色
ノ
菩
薩
、
白
象
二

　
乗
テ
、
漸
下
り
御
マ
ス
。
其
有
様
、
実
二
哀
レ
ニ
貴
シ
。

　
そ
の
様
子
を
見
た
猟
師
は
、
聖
人
に
こ
の
菩
薩
の
来
迎
の
姿
が

見
え
る
の
は
、
法
花
経
を
長
年
受
持
し
て
い
る
の
だ
か
ら
、
当
然

で
あ
る
が
、
経
も
知
ら
な
い
自
分
に
も
見
え
る
の
は
、
変
で
あ
る
、

試
し
て
み
よ
う
。
「
信
ヲ
発
サ
ム
ガ
為
ナ
レ
バ
、
更
二
罪
可
得
事

ニ
モ
非
」
と
思
っ
て
、
鋭
雁
矢
を
弓
に
つ
が
え
て
、
菩
薩
に
向
か
っ

て
放
し
た
。
胸
に
当
た
っ
た
と
思
う
と
光
が
消
え
、
谷
の
方
に
逃

げ
て
い
く
大
き
な
音
が
し
た
。
そ
の
後
菩
薩
の
立
っ
て
い
た
あ
た

り
に
行
っ
て
み
る
と
、
谷
底
に
野
猪
が
胸
の
矢
を
受
け
て
倒
れ
て

い
た
。

　
然
レ
バ
、
聖
人
也
卜
云
ド
モ
、
智
慧
尤
キ
者
ハ
、
此
ク
披
謀
ル

　
也
。
役
卜
罪
ヲ
造
ル
猟
師
也
ト
云
ヘ
ド
モ
、
思
慮
有
レ
バ
、
此

　
ク
野
猪
ヲ
モ
居
射
顕
ハ
ス
也
ケ
リ
。

　
仏
教
に
接
し
て
い
な
い
猟
師
と
持
経
者
と
を
取
り
上
げ
て
、

「
智
慧
尤
シ
テ
法
文
ヲ
不
学
ケ
リ
」
の
思
慮
の
な
さ
を
指
摘
し
て

い
る
。

　
さ
て
、
同
じ
よ
う
に
往
生
を
扱
つ
か
っ
た
説
話
も
、
『
往
生
極

楽
記
』
を
典
拠
と
す
る
「
信
濃
国
如
法
寺
僧
薬
連
、
往
生
語
」

（
1
5
巻
2
0
）
な
ど
と
は
、
趣
を
異
に
す
る
。

・
そ
こ
に
は
、
言
わ
れ
る
儒
に
修
行
を
し
、
又
経
典
を
読
誦
し
て

い
た
受
容
の
仕
方
か
ら
、
自
己
の
吟
味
を
通
し
て
、
主
体
的
に
仏

教
に
関
わ
っ
て
い
こ
う
と
す
る
姿
勢
が
窺
え
る
。
平
安
貴
族
の
世

界
が
徐
々
に
傾
き
は
じ
め
、
武
士
の
世
へ
と
移
っ
て
い
く
趨
勢
、

又
、
永
承
七
年
（
一
〇
五
二
）
に
末
法
に
入
っ
た
と
い
わ
れ
て
い

る
。
な
お
当
時
、
強
訴
が
相
次
ぎ
、
内
裏
の
焼
亡
、
法
成
寺
焼
失
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等
が
あ
り
、
騒
然
と
し
た
世
情
で
あ
っ
た
。
末
法
も
現
実
味
を
帯

び
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　
前
述
し
た
よ
う
な
新
し
い
思
想
の
胎
動
を
、
念
頭
に
お
き
な
が

ら
論
を
進
め
て
い
こ
う
。
巻
二
十
七
は
「
霊
鬼
」
を
扱
っ
た
巻
で
・

あ
る
。

　
　
　
「
播
磨
国
鬼
、
来
人
家
放
射
語
」
（
第
廿
三
）

を
例
に
し
て
論
じ
よ
う
。
そ
の
あ
ら
す
じ
は
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。

　
播
磨
の
国
の
あ
る
郡
に
住
ん
で
い
る
人
が
な
く
な
っ
た
後
、

「
枯
ナ
ド
為
サ
セ
ン
ト
テ
」
陰
陽
師
を
呼
ん
だ
と
こ
ろ
が
そ
の
陰

陽
師
が
、
「
今
某
日
、
此
ノ
家
二
鬼
来
ラ
ン
ト
ス
。
努
々
可
慎
給

シ
」
と
言
わ
れ
る
。
そ
の
鬼
は
「
門
ヨ
リ
人
ノ
鉢
ニ
テ
可
米
シ
」

と
い
う
言
葉
に
し
た
が
っ
て
、
「
門
二
物
忌
ノ
札
ヲ
立
テ
こ
桃

ノ
木
ヲ
切
塞
ギ
テ
」
鬼
を
防
ぐ
手
立
て
を
講
じ
た
の
で
あ
る
。
門

を
強
く
閉
じ
て
物
の
隙
間
か
ら
覗
い
て
い
る
と
、
「
藍
摺
ノ
水
干

袴
着
タ
ル
男
ノ
笠
順
二
懸
タ
ル
」
が
門
の
外
に
立
っ
て
い
た
。

「
彼
ソ
鬼
」
と
い
う
の
で
身
構
え
て
い
る
と
、
何
時
の
間
に
か
家

の
内
に
入
り
込
み
、
竃
の
前
に
い
た
。
家
の
内
の
者
達
は
気
も
動

転
し
て
し
ま
い
手
を
こ
ま
ね
い
て
い
る
と
、
そ
の
家
の
若
い
男
が
、

い
ず
れ
に
し
て
も
食
べ
ら
れ
て
し
ま
う
の
だ
か
ら
と
、
同
じ
死
ぬ

の
な
ら
、
後
世
に
名
前
を
残
そ
う
と
思
っ
て
、
雁
箭
を
弓
に
つ
が

え
て
強
く
引
い
て
射
る
と
鬼
の
「
最
中
」
に
あ
た
っ
た
。
「
鬼
ハ

被
射
ケ
ル
マ
マ
ニ
、
立
走
テ
出
ツ
ト
思
フ
程
ニ
、
掻
消
ツ
様
二
失
」

て
し
ま
い
、
箭
は
跳
ね
返
っ
て
し
ま
っ
た
。

　
家
ノ
者
、
皆
此
レ
ヲ
見
テ
、
「
奇
異
キ
態
シ
ツ
ル
主
カ
ナ
ト
」

　
云
ケ
レ
バ
、
男
、
「
同
ジ
死
ニ
ヲ
、
後
二
人
ノ
聞
カ
ム
事
モ
有

　
リ
ト
思
テ
、
試
ツ
ル
ナ
リ
」
卜
云
ケ
レ
バ
、
陰
陽
師
モ
奇
異
ノ

　
気
色
シ
テ
ナ
ム
有
ケ
ル
。
其
ノ
後
、
其
家
二
別
ノ
事
尤
カ
リ
ケ

　
　
然
レ
バ
、
陰
陽
師
ノ
構
ヘ
タ
ル
事
ニ
ヤ
有
ラ
ム
ト
可
思
キ
ニ
、

　
門
ョ
リ
人
ケ
ム
有
様
ョ
リ
始
メ
テ
、
箭
ノ
踊
返
テ
不
立
ザ
リ
ケ

　
ム
事
ヲ
思
フ
ニ
、
只
物
ニ
ハ
非
ザ
リ
ケ
リ
ト
思
ュ
ル
也
。

　
　
鬼
ノ
現
ハ
ニ
此
ク
人
ト
現
ジ
テ
見
ュ
ル
事
ハ
難
有
ク
怖
シ
キ

　
事
也
カ
シ
ト
ナ
ム
語
り
伝
ヘ
タ
ル
ト
ヤ
。

と
い
う
文
で
お
わ
っ
て
い
る
。

　
こ
の
説
話
を
一
読
し
て
み
る
と
、
若
い
男
の
無
謀
と
も
思
え
る

よ
う
な
溌
渕
と
し
た
行
動
が
、
目
を
引
く
。
そ
れ
に
対
し
て
、
家
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の
他
の
人
々
や
陰
陽
師
の
様
子
は
、
新
鮮
さ
に
欠
け
て
い
る
。

　
当
時
一
般
に
は
、
異
界
の
も
の
を
退
治
し
た
り
、
退
散
さ
せ
た

り
す
る
場
合
に
は
、
陰
陽
師
の
力
に
頼
っ
た
り
、
加
持
・
祈
梼
に

よ
る
の
が
普
通
で
あ
っ
た
。
そ
れ
だ
け
に
こ
の
若
者
の
行
動
の
生

新
さ
が
目
に
付
く
。
『
家
ノ
者
、
皆
此
レ
ヲ
見
テ
、
「
奇
異
キ
態
シ

ツ
ル
主
カ
ナ
ト
」
』
と
い
う
驚
嘆
と
も
と
れ
る
表
現
の
中
に
、
若

者
の
行
動
に
対
す
る
と
ま
ど
い
が
あ
る
。
家
の
人
の
判
断
の
基
準

を
超
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
更
に
、
そ
の
若
者
は
「
同
ジ
死
ニ
ヲ
、
後
二
人
ノ
聞
カ
ム
事
モ

有
リ
ト
思
テ
、
試
ツ
ル
也
」
と
、
死
後
に
名
前
の
残
る
こ
と
を
念

頭
に
お
い
て
の
行
為
で
あ
る
旨
を
述
べ
る
。
そ
れ
を
見
た
家
人
は

「
奇
異
キ
態
シ
ツ
ル
」
と
思
い
、
陰
陽
師
も
「
奇
異
ノ
気
色
」
を

示
す
し
か
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
両
者
と
も
に
同
じ
「
奇
異
」
と

い
う
言
葉
で
そ
の
状
況
が
説
明
さ
れ
て
い
る
の
も
、
考
え
を
共
有

し
て
い
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
更
に
、
「
其

ノ
後
、
其
家
二
別
ノ
事
尤
カ
リ
ケ
リ
」
と
従
来
の
常
識
が
否
定
さ

れ
て
し
ま
う
。
い
ま
ま
で
は
、
そ
の
後
で
崇
り
が
あ
っ
た
り
す
る

と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
為
に
わ
ざ
わ
ざ
こ
の

文
が
付
加
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
今
ま
で
の
対
処
の
仕
方
が
否
定
さ
れ
て
い
く
う
ち

に
、
鬼
の
来
る
と
い
う
話
そ
の
も
の
が
陰
陽
師
の
「
構
ヘ
タ
ル
事
」

と
疑
っ
て
し
ま
う
。
そ
こ
に
は
若
い
男
の
鬼
に
た
い
す
る
処
置
が

い
か
に
常
識
に
反
し
て
い
た
か
が
、
如
実
に
語
ら
れ
て
い
る
。
し

か
し
、

　
門
ョ
リ
人
リ
ケ
ム
有
様

　
箭
ノ
踊
返
テ
不
立
ザ
リ
ケ
ム
事

な
ど
か
ら
し
て
、
「
只
物
ニ
ハ
非
ザ
リ
ケ
リ
」
と
「
思
ュ
ル
」
の

で
あ
る
。
そ
の
錯
綜
と
し
た
考
え
に
立
っ
て
、
結
び
が
、

　
鬼
ノ
現
ハ
ニ
此
ク
人
ト
現
ジ
テ
見
ュ
ル
事
ハ
難
有
ク
怖
シ
キ
事

　
也
カ
シ
ト
ナ
ム
語
り
伝
ヘ
タ
ル
ト
ヤ

と
な
り
、
鬼
の
出
現
の
仕
方
に
視
点
を
お
い
た
形
に
な
っ
て
い
る
。

そ
れ
は
と
り
も
直
さ
ず
、
こ
の
説
話
の
中
心
に
な
っ
て
い
る
若
い

゛
男
の
鬼
に
対
す
る
姿
勢
を
、
ど
の
よ
う
に
理
解
し
、
評
言
を
加
え

た
ら
い
い
か
、
は
っ
き
り
し
た
考
え
が
ま
と
ま
っ
て
い
な
い
の
で

あ
ろ
う
。

　
以
上
の
よ
う
に
考
え
を
進
め
て
い
く
と
、
こ
の
説
話
に
対
す
る

編
集
者
の
と
ま
ど
い
が
は
っ
き
り
と
感
じ
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、

「
予
想
外
の
行
動
を
す
る
若
い
男
が
い
た
こ
と
」
へ
の
驚
き
と
、
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換
言
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
更
に
、
言
葉
を
つ
い
で
述
べ
る
と
、
時
代
が
移
り
変
わ
っ
て
い

く
時
に
、
新
し
い
考
え
を
持
っ
た
者
、
（
特
に
若
者
が
そ
う
で
あ

る
場
合
が
多
い
が
）
違
っ
た
行
動
を
す
る
者
、
異
な
る
価
値
観
を

持
っ
た
者
が
現
れ
て
く
る
。
し
か
し
、
世
の
多
く
の
人
々
は
、
理

解
が
出
来
ず
に
、
困
惑
し
た
り
と
ま
ど
っ
た
り
す
る
。
そ
の
よ
う
。

な
変
革
す
る
時
代
の
縮
図
を
、
こ
の
説
話
か
ら
読
み
取
る
こ
と
が

出
来
る
で
あ
ろ
う
。
力
を
も
っ
て
対
処
す
る
と
こ
ろ
に
、
台
頭
す

る
次
代
の
権
力
で
あ
る
武
士
の
面
影
を
、
看
取
す
る
こ
と
も
可
能

で
あ
ろ
う
。
こ
の
結
論
は
前
述
し
た
拙
稿
と
同
種
の
結
論
で
あ
る
。

　
　
「
物
」
を
退
治
す
る
説
話
は
、
巻
二
七
に
圧
倒
的
に
多
い
。
そ

こ
で
そ
の
各
説
話
の
内
容
を
検
討
し
て
お
こ
う
。

◇
二
話
　
川
原
院
融
左
大
臣
霊
宇
陀
院
見
給
語

　
　
河
原
院
を
融
の
死
後
、
子
孫
が
宇
陀
院
に
奏
っ
た
の
を
、
融

　
が
知
ら
ず
に
、
束
帯
姿
の
霊
と
な
っ
て
現
れ
た
。
そ
こ
で
そ
の

　
間
の
事
情
を
、

　
　
者
ノ
霊
也
云
ヘ
ド
モ
事
ノ
理
ヲ
モ
不
知
ズ
、
何
デ
此
ハ
云
ソ

　
と
説
明
す
る
と
、
「
掻
消
ツ
様
二
失
」
て
し
ま
っ
て
、
以
後
現

　
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

◇
三
話
　
桃
園
柱
穴
指
出
兇
手
招
人
語

　
　
寝
殿
の
柱
の
節
穴
か
ら
、
子
供
の
手
が
出
て
手
招
き
を
す
る
。

　
経
を
結
び
付
け
た
り
、
仏
を
懸
け
た
り
し
た
が
効
果
が
な
い
。

　
征
箭
を
穴
に
深
く
打
ち
入
れ
る
と
、
現
れ
る
こ
と
が
な
く
な
っ

　
た
。

◇
四
話
　
冷
泉
院
東
洞
院
僧
都
殿
霊
語

　
　
僧
都
殿
の
寝
殿
の
前
よ
り
戌
亥
の
榎
の
方
へ
飛
ぶ
赤
い
単
衣

　
を
射
落
と
し
た
源
是
輔
は
、
そ
の
夜
寝
た
ま
ま
死
ん
で
し
ま
っ

　
た
。

◇
七
話
　
在
原
業
平
中
将
女
、
彼
食
鬼
語

　
　
業
平
が
女
を
連
れ
出
し
て
、
北
山
科
の
荒
れ
た
家
に
籤
も
っ

　
た
と
こ
ろ
、
雷
電
霧
震
し
た
。
業
平
は
太
刀
を
抜
い
て
準
備
し

　
て
い
た
が
、
何
事
も
な
く
雷
は
去
っ
て
し
ま
っ
た
。
振
り
返
っ

　
て
見
る
と
女
は
襲
わ
れ
て
着
物
し
か
残
っ
て
い
な
か
っ
た
。

◇
十
話
　
仁
寿
殿
台
代
御
油
取
物
来
語

　
　
仁
寿
殿
の
台
代
の
灯
油
を
南
殿
の
方
に
夜
ご
と
に
持
ち
去
る

　
「
物
」
が
い
た
。
源
公
忠
は
南
殿
の
戸
の
許
に
い
て
、
「
物
」
と
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思
わ
れ
る
辺
り
を
強
く
蹴
っ
た
。
す
る
と
、
油
を
こ
ぼ
し
な
が

　
ら
南
殿
の
方
へ
逃
げ
て
い
っ
た
。

　
　
此
ノ
弁
ハ
兵
ノ
家
ナ
ン
ド
ニ
ハ
非
ネ
ド
モ
心
賢
ク
思
量
有
テ
、

　
　
物
恐
不
為
ヌ
人
ニ
テ
ナ
ム
有
リ
ケ
ル

◇
十
八
話
　
鬼
、
現
仮
来
人
家
殺
人
語

　
　
仮
に
姿
を
変
え
た
鬼
が
、
東
の
対
の
棟
の
上
か
ら
現
れ
て
き

　
た
。
「
若
キ
侍
ノ
兵
立
タ
ル
ニ
人
」
は
、
太
刀
を
抜
い
て
「
近

　
ク
来
バ
切
ラ
ム
」
と
か
ま
え
て
い
る
と
、
そ
こ
を
避
け
て
、
寝

　
て
い
る
五
位
を
圧
殺
し
て
し
ま
っ
た
。

◇
廿
三
話
　
播
磨
国
鬼
、
来
人
家
披
射
語

　
　
鬼
が
来
る
陰
陽
師
が
言
う
の
で
、
「
桃
ノ
木
ヲ
切
塞
ギ
」
な

　
ど
し
た
が
効
果
が
な
く
、
若
い
男
が
弓
を
射
掛
け
る
と
、
き
え

　
て
し
ま
っ
た
。

◇
廿
九
話
　
雅
通
中
将
家
在
同
形
乳
母
二
人
語

　
　
乳
母
が
二
人
い
て
、
子
供
の
取
り
合
い
を
し
て
い
た
。
そ
れ

　
を
見
た
源
雅
道
が
、
刀
を
「
ヒ
ラ
メ
カ
シ
テ
走
り
懸
」
る
と
、

　
一
人
の
乳
母
は
消
え
て
し
ま
っ
た
。

◇
併
二
話
　
三
善
清
行
宰
相
、
家
渡
語

　
　
三
善
清
行
が
五
条
堀
川
の
廃
屋
を
買
い
取
っ
て
、
単
身
そ
の

　
家
に
す
ん
で
い
る
と
、
様
々
な
形
に
変
化
し
て
「
物
」
が
あ
ら

　
わ
れ
た
。
あ
わ
て
ず
に
手
順
を
経
て
手
に
い
れ
た
旨
を
説
明
し
、

　
大
学
の
南
の
門
の
東
の
脇
の
空
き
地
に
引
っ
越
さ
せ
た
。

　
　
然
レ
バ
、
心
賢
ク
智
有
ル
人
ノ
為
ニ
ハ
、
鬼
ナ
レ
ド
モ
悪
事

　
　
モ
否
不
発
ス
事
也
ケ
リ
。
思
量
尤
ク
愚
ナ
ル
人
ノ
、
鬼
ノ
為

　
　
ニ
モ
被
ル
也
ト
ナ
ム
語
り
伝
ヘ
タ
ル
ト
ヤ
。

◇
世
二
話
　
西
京
人
、
見
応
天
門
上
光
物
語

　
　
母
の
重
病
に
な
っ
た
の
で
、
住
ま
い
の
西
の
京
か
ら
夜
中
に
、

　
弟
の
僧
を
迎
え
に
行
っ
た
侍
が
、
応
天
門
の
上
で
青
く
光
る
笑

　
う
物
に
出
会
い
、
豊
楽
院
の
北
の
野
で
丸
い
光
る
物
に
出
会
う
。

　
矢
を
射
掛
け
る
と
い
な
く
な
っ
た
。

◇
世
四
話
　
被
呼
姓
名
射
顕
野
猪
語

　
　
兄
が
灯
を
し
て
い
る
と
、
暖
れ
た
声
で
そ
の
名
前
を
呼
ぶ
者

　
が
い
た
。
京
か
ら
下
っ
て
来
た
弟
に
話
し
、
弟
が
出
か
け
て
行
っ

　
て
も
、
同
じ
よ
う
に
兄
の
名
前
を
呼
ぶ
。

　
　
実
ノ
鬼
神
ナ
ラ
バ
、
己
が
名
コ
ソ
可
呼
キ
ニ
、
其
御
名
ヲ
コ

　
　
ソ
尚
呼
ビ
侯
ヒ
ツ
レ

　
と
言
っ
て
、
翌
日
弓
で
射
た
。
正
体
は
野
猪
で
あ
っ
た
。

◇
世
五
話
　
有
光
来
死
人
傍
野
猪
、
被
殺
語
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亡
く
な
っ
た
親
を
棺
に
入
れ
て
、
葬
送
の
日
ま
で
置
い
て
お

　
い
た
ら
、
夜
そ
の
場
所
で
光
る
こ
と
が
あ
っ
た
。

　
　
死
人
ノ
物
ネ
ド
ニ
成
テ
光
ル
ニ
ヤ
有
ラ
ム
、
亦
死
人
ノ
所
二

　
　
物
ノ
来
ル
ニ
ヤ

　
と
思
っ
て
、
弟
が
夜
、
棺
の
蓋
を
と
っ
て
そ
の
上
に
寝
て
待
っ

　
て
い
る
と
、
天
井
か
ら
光
る
も
の
が
下
り
て
き
た
。
脇
腹
の
あ
。

　
た
り
に
刀
指
し
て
、
兄
を
よ
ん
だ
。
野
猪
で
あ
っ
た
。

◇
世
六
話
　
於
播
磨
国
印
南
野
殺
野
猪
語

　
　
飛
脚
と
し
て
上
京
途
次
、
播
磨
の
印
南
野
で
山
の
庵
に
宿
っ

　
た
男
が
い
た
。
夜
中
に
そ
の
庵
の
す
ぐ
近
く
で
葬
送
が
行
な
わ

　
れ
た
。
そ
し
て
、
墓
の
中
か
ら
裸
の
男
が
、
火
の
粉
を
は
ら
い

　
な
が
ら
出
て
き
て
、
こ
ち
ら
へ
や
っ
て
く
る
。
庵
を
出
て
太
刀

　
で
切
り
つ
け
た
。
翌
日
見
る
と
、
野
猪
で
あ
っ
た
。

　
こ
こ
で
は
、
巻
二
十
七
の
説
話
の
内
容
を
概
観
し
た
が
、
「
物
」

に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
対
処
の
仕
方
を
し
て
い
る
か
が
焦
点
に
な

る
。

　
第
二
括
・
第
三
十
一
括
は
、
「
物
」
に
対
し
て
、
道
理
を
述
べ

て
説
得
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
第
二
話

　
　
☆
者
ノ
霊
也
卜
云
ヘ
ド
モ
事
ノ
理
ヲ
モ
不
知
ズ
、
何
デ
下
此

　
　
　
ハ
云
ソ

　
第
三
十
一
話

　
　
☆
実
ノ
鬼
神
卜
云
フ
者
ハ
道
理
ヲ
知
テ
不
曲
ネ
バ
コ
ソ
怖
シ

　
　
　
ケ
レ

　
　
☆
心
賢
ク
智
有
ル
人
ノ
為
ニ
ハ
、
鬼
ナ
レ
ド
モ
悪
事
モ
否
不

　
　
　
発
ヌ
事
也
ケ
リ
。
思
量
尤
ク
愚
ナ
ル
人
ノ
鬼
ノ
為
ニ
モ
披

　
　
　
ル
也
ト
ナ
ム
語
り
伝
ヘ
タ
ル
ト
ヤ

　
改
め
て
引
用
し
た
が
、
こ
の
個
所
か
ら
も
「
物
」
を
退
散
さ
せ

る
に
、
「
理
」
を
も
っ
て
し
よ
う
と
い
う
意
識
を
感
じ
と
る
こ
と

が
出
来
る
。
（
但
し
、
こ
の
場
合
は
、
相
手
に
「
物
」
と
な
る
べ

き
理
由
が
あ
り
、
そ
の
原
因
に
つ
い
て
説
明
し
た
り
、
説
き
聞
か

せ
た
り
し
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
原
因
が
解
消
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
）

　
つ
ま
り
、
「
道
理
・
知
恵
」
を
も
っ
て
「
物
」
に
対
し
て
い
く

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
巻
二
十
七
の
他
の
説
話
は
、
概
ね
「
物
」
に
対
し
て
「
武
力
」

を
も
っ
て
対
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

　
　
「
武
力
」
の
内
容
を
見
る
と
、
太
刀
と
弓
が
半
ば
し
、
一
話
は
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足
で
蹴
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
（
最
も
当
時
の
武
器
と
言
え
ば
、

太
刀
と
弓
が
中
心
で
あ
っ
た
こ
と
を
思
う
と
当
然
で
は
あ
る
が
）

従
来
の
方
法
で
は
な
く
、
「
物
」
を
説
得
し
た
り
、
「
武
力
」
に
頼
っ

た
り
し
て
い
る
。

　
『
武
力
』
に
よ
る
と
い
う
こ
と
の
背
景
に
は
、
武
士
に
対
す
る
考

え
が
あ
る
。
次
の
表
現
に
『
今
昔
』
編
者
の
、
武
士
に
対
す
る
意

識
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
仁
寿
殿
の
御
灯
油
を
夜
毎
に
盗
む
「
物
」
を
蹴
っ
た
源
公
忠
の

話
（
二
十
七
・
十
話
）
に
、

　
此
ノ
弁
ハ
兵
ノ
家
ナ
ム
ド
ニ
ハ
非
ネ
ド
モ
、
心
賢
ク
思
量
有
テ
、

　
物
恐
不
為
ヌ
人
ニ
テ
ナ
ム
有
ケ
ル
。

公
忠
の
勇
敢
さ
を
説
明
す
る
言
葉
と
し
て
、
「
兵
ノ
家
ナ
ム
ド
ニ

ハ
非
ネ
ド
モ
」
が
付
加
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
武
士
の
家
と
い

う
も
の
は
、
原
則
と
し
て
「
心
賢
ク
思
量
有
テ
、
物
恐
不
為
ヌ
」

も
の
で
あ
る
。
（
因
に
同
種
の
表
現
は
、
巻
1
9
・
７
、
2
3
・
1
5
に

も
あ
る
）

　
武
士
の
家
に
対
す
る
評
価
に
は
、
新
興
勢
力
と
も
言
え
る
武
士

に
対
し
て
、
一
目
お
い
て
い
る
姿
勢
が
窺
え
る
。
『
平
家
物
語
』

（
殿
上
の
闇
討
ち
）
に
あ
る
武
士
の
理
解
と
共
通
す
る
も
の
で
あ

る
。
　
こ
の
よ
う
な
考
え
の
延
長
線
上
に
は
、
当
然
武
力
に
よ
っ
て
、

「
物
」
を
退
散
さ
せ
る
と
い
う
方
法
が
あ
る
も
の
と
思
う
。

　
　
　
　
お
わ
り
に

　
自
然
の
出
来
事
に
対
し
て
、
人
の
力
が
ど
う
関
わ
る
こ
と
が
出

来
る
か
。
現
代
で
も
時
と
し
て
そ
の
強
大
さ
に
慄
然
と
す
る
こ
と

が
あ
る
。
古
代
に
お
い
て
は
尚
更
為
す
す
べ
も
な
く
、
立
ち
尽
く

す
の
み
で
あ
ろ
う
。
人
知
を
超
え
た
超
自
然
な
「
物
」
に
関
わ
る

と
き
無
力
の
思
い
が
つ
の
る
も
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
何
ら
か
の
方
法
で
接
触
し
、
関
わ
り
た
い
と
思
う
の

も
又
、
人
の
常
で
あ
る
。
陰
陽
師
の
力
を
か
り
た
り
、
加
持
、
祈

祷
等
に
よ
る
の
が
、
そ
の
主
た
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
平

安
時
代
の
物
語
や
日
記
等
の
所
々
に
散
見
さ
れ
る
。

　
調
ぜ
ら
れ
た
「
物
」
は
、

　
こ
の
僧
都
に
負
け
た
て
ま
つ
り
ぬ
。
今
は
ま
か
り
な
む
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
『
源
氏
物
語
』
手
習
）

と
い
う
具
合
に
し
て
去
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。
そ
し
て
又
何
か
の

き
っ
か
け
が
あ
る
と
、
突
然
出
現
し
て
崇
っ
た
り
す
る
の
で
あ
る
。
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も
ち
ろ
ん
、
全
く
関
わ
り
が
な
い
か
と
い
う
と
そ
う
で
は
な
く
、

「
物
」
は
出
現
す
る
原
因
の
確
認
で
き
る
も
の
も
あ
る
。
そ
の
場

合
は
、
そ
の
原
因
を
探
っ
て
、
解
決
す
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
は

「
憑
坐
」
と
い
う
憑
依
の
仲
介
を
必
要
と
す
る
。

　
そ
の
よ
う
な
い
わ
ば
、
「
物
」
に
対
す
る
従
来
の
対
処
の
仕
方

を
念
頭
に
お
い
て
、
『
今
昔
』
の
も
の
を
み
る
と
、
す
こ
し
趣
が
。

違
う
。
武
力
を
も
と
に
し
た
人
の
力
が
感
じ
ら
れ
る
。
長
く
続
い

た
貴
族
社
会
の
閉
塞
感
の
中
で
中
世
の
胎
動
を
感
じ
る
こ
の
時
代
、

武
力
も
又
従
来
と
違
っ
た
積
極
的
な
意
味
を
付
与
さ
れ
て
い
る
の

で
あ
る
。
そ
の
延
長
線
上
に
「
物
」
を
武
力
に
よ
っ
て
退
治
し
よ

う
と
い
う
試
み
が
あ
る
。
そ
の
時
の
主
人
公
は
、
若
者
で
あ
っ
た

り
、
武
士
で
あ
っ
た
り
す
る
。
こ
れ
も
時
代
の
変
化
に
敏
感
に
反

応
し
関
わ
っ
て
い
く
を
常
に
し
て
い
る
人
々
で
あ
る
。
中
世
に
移

行
し
て
い
く
姿
の
一
端
を
、
「
物
」
に
対
す
る
扱
い
を
通
し
て
垣

間
見
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
思
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
本
学
教
授
）
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